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令和３年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（１）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と
今後の改善方策

(1) 中高一貫教育の 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○中高一貫教育を活かした
推進 教育活動が行われている ○中高一貫教育校として16年

①中高連携の促進に努め， ①・中高一貫教育推進委員会を定期的 ①・中高一貫教育推進委員会は，議案を精選し 〈評定〉 と思う教員は59.4％であ が過ぎ，概ね良好な中高一
生徒の個性や能力を伸長 に開催し，学校行事の内容を検討 年間５回，中高合同の教科会を３回実施し り，毎年減少している。 貫教育ができていると考え

するとともに，異年齢集 し，充実させる。 た。 Ｂ 中高一貫教育校として危 ている。しかし，取り組み
団における社会性の育成 ・「中高一貫教育を活かした教育活 ・中高一貫教育を活かした教育活動が行われ 機意識を持つべきであ 自体がマンネリ化している
を進める。 動が行われている｡｣と思う教員・ ていると思う教員は,｢ある程度思う」を含 る。そう思わない教員 感は否めず，これまでの教

保護者の割合は，70％以上をめざ めて59.4％（前年比1.7ポイント減）であ は，現状を憂いて改善し 育活動に関する検証結 果
す。 った。保護者は75.7％（前年比2.2ポイン なければとの意識が高い を十分に検討し，学習指
・「学校生活に満足している」生徒 ト増）であり，過去３年間の数値は年々増 〈所見〉 のか，そもそも意識が低 導・進路指導・特別活動等
の割合は80％以上をめざす。 加している。 いのか。聞き取り等によ の各領域で更なる充実をめ

・生徒の学校生活への満足度は82.5％で，昨 本年度の卒業前に行った り詳しく検証し，大胆な ざし，中高一貫教育の推進
年より0.8ポイント増えている。 中高一貫教育アンケート 改善策を講じられること を図りたい。

で，川島高校での学習内 を望む。
②６年間の計画的・継続的 ②・川島高校での学習内容の満足度を ②・教育課程やクラス編制・講座編成について 容，進路指導，学校行事に ○学校行事や部活動等を通し
な教育の研究を進め，中 80％以上とする。 中高一貫教育推進委員会で来年度に向けて 対する満足度がすべて80％ ○中高一貫教育への生徒・ て中高生徒の交流ニーズの
高の一貫性を促進する。 の課題を話し合い，方向性を確認した。 以上となり，今後も魅力あ 教師の肯定的意見が６割 把握を図る。また，共通テ

・教育課程（選択科目等）の満足度が91.4％ る中高一貫教育校であるた 前後なのは低いように思 ストに対応できる力「思考
で前年度よりも1.1ポイント減少している｡ めの方策を考えなければな うが，生徒の学校生活へ ・判断・表現」を身につけ

らない。 の満足度は８割を超えて させるため，中高相互の授
いる。中高一貫教育のメ 業見学や研究授業等でICT

本年度は，８月の中学生 リットも含めて生徒の学 機器やグループワーク等を
活動計画 活動計画の実施状況 体験入学は実施できなかっ 校生活満足度を上げてい 積極的に導入したい。

たが，中学３年生対象でそ く取り組みを続けてほし
①・前年度６年生対象の「６年間の学 ①・令和３年の１月に６年生を対象とした中高 れぞれ開催した高校説明会 い。 ○数学の先取り学習を継続す

校生活」のアンケート結果を踏ま 一貫教育アンケート結果を参考に，中高一 や１０月に行った公開授業 ることにより，そのメリッ
え，中高連携の学校行事をより充 貫教育推進委員会で中高の学習指導，進路 等において，川島高校への ○中高一貫でできる事をし トを受ける理系への進学者
実させる。 指導や生徒間の交流について協議した。ま 進学の魅力や利点について て魅力ある学校にしてい を増やす。

・県立川島中学校オープンスクール た，「先輩に学ぶ」と題して，２年生が５ 保護者も交えて理解を深め けば，中学の受験を受け
での学校説明会や，県立川島中学 年生から高校生活の話を聞いたり，質問し る機会を設けた。 てくれるのではないか。
校３年生対象説明会での発表内容 たりといった形での取り組みや，例年行っ
を十分検討する。 ているスペシャルアプローチ(SA)での５年 中高接続のための数学の ○高校においては，中高一

・中高相互の授業見学，研究授業に 生が３年生を指導する特設SA，さらには中 先取り学習について，６年 貫の利を失っていると思
対する協議や中高合同の教科会に 学生の高校部活動への参加について等，多 生対象のアンケート結果で う。
おいて，授業方法等について検証 彩な中高連携について検討した。 は，中入生の満足度は80％
し，生徒が積極的に授業に参加す （前年度は75％）)に上昇
る授業展開が出来るよう授業の工 し，他教科でも実施してほ
夫改善を図る。 しいとの意見が寄せられ

た。
②・令和４年度の教育課程を教育課程 ②・令和４年度入学生の教育課程については，

委員会及び中高一貫教育推進委員 教科会及び教育課程検討委員会，中高一貫
会で検討し編成する。その中で， 教育推進委員会を開催して検討し，新課程
令和４年度入学生より新課程とな での新しい教育課程を作成した。
ることを見据えた教育課程を考え ・中高相互の授業見学や中高合同の教科会
る。 を実施し，生徒の実情や進捗状況を確認し

・来年度の学力確認テストの実施や た。
授業の展開，クラス編制等の検証 ・定員の発表を受け，令和４年度入学生の
をする。 クラス編制について，中高一貫教育推進

委員会などで検討し，応用クラスの方向性
について確認した。
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令和３年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（２）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と
今後の改善方策

(2) 確かな学力の 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○三者面談や個人面談に対
充実と指導力 する生徒の満足度，授業 〇生徒保護者ともに面談に対
の向上 ①面談を充実させ手帳を活 ①・三者面談や個人面談に対する生徒 ①・三者面談や個人面談に対する生徒の満足度 〈評定〉 に対する生徒の満足度が する満足度は高いが，学力

用することで自主学習の の満足度75％以上をめざす。 は84.4％であった。 いずれも目標値を超えて 向上や進路指導の充実を図

促進に努める。 ・朝の学習に毎日取り組むことは効果がある Ａ いることを評価したい。 るため，個別面談や三者面
と感じた生徒は46.2％であった。 指導法を工夫し，授業ス 談の充実に一層努め，生徒

・図書館の年間入館者数は7,224人（1月末 キルのアップを図ろうと の実態に合った具体的なア
現在）で，昨年より396人減少した。図 する教員の姿勢と地道な ドバイスや課題を与える。

②学力向上を図る研修の充 書貸出冊数は3,597冊（1月末現在）で， 努力の成果と考える。生 また，各教科で家庭学習時
実や，授業の創意工夫に 前年より652冊増加した。 〈所見〉 徒の授業に対する満足度 間増加のための手立てを考
努める。 を家庭における自主学習 えるとともに，学習方法の

②③・生徒の授業に対する満足度は, ②③・授業に対する生徒の満足度は92.2％であ 三者面談や個人面談に対 の習慣化につなげる手立 指導も行う。
75％以上をめざす。 った。 する肯定的意見が生徒84.4 てをさらに追求された

・習熟度別学習や少人数学習に対する生徒 ％，保護者83.9％となり， い。 ○「朝の学習の時間」は，４
③「主体的・対話的で深い 満足度は72.0％ 生徒保護者ともに面談等の ・５年生は基礎学力の定着
学び」の視点からの学習 サポート体制には満足でき ○朝の学習の時間は悩まし を目標に小テストを実施し
・指導方法の研究を推進 ②③・国・歴・公・数・理・英におい ②③・国・歴・公・数・理・英において研究授 ているようである。 いと思うが，何とか効果 ながら自学自習の時間とし
する。 て研究授業と研究協議を年間３ 業と研究協議を年間４回実施した。 的な活用を模索してもら て行っているが, 生徒・教

回以上実施する。 生徒の授業に対する満足 いたい。ＩＣＴの活用も 員からも効果を疑問視する
度は目標の75％以上を達成 含め，取り組みを進めて 声もある。来年度は内容を

②③・授業力向上と指導力向上を目的 ②③・オンラインによる教科指導・進路指導研 できている。今年から，生 もらいたい。 検討し改善する必要がある
とした研修を年間２回以上実施 修を各教科に案内し多くの先生方が参加 徒用タブレットを利用した と考える。
する。 し研鑽に努めた。（年間20回以上） 授業が始まり, ICTを活用 ○三者面談などをして，生

した授業が定着しつつある 徒一人一人の学力の充実 ○社会の変化に伴い，思考力
が，より一層の指導力の向 を図ったらいい。 ・判断力・表現力や主体性

活動計画 活動計画の実施状況 上と，授業改善に努めた が評価される入試となり，
い。 ○生徒，教員，保護者の一 あわせてコロナ禍でICT活

①・面談習慣を各学期に設定する。 ①・個人面談は４月と９月，及び10月の科目登 致を努力するべき。 用力が必須となった。これ
・毎週月曜の朝，手帳（ｽｺﾗﾉｰﾄ）に 録時を含め３回以上実施できた。また，保 学期末の教科会と学年で まで以上に教員の指導力の
週の計画を立てさせる。また，可 護者面談は８月の三者面談，10月の年次Ｐ の進研模試の結果の分析を 向上と授業改善が必要であ
能な範囲で授業でも活用する｡ ＴＡなどで実施できた。 実施することで, 教員同士 る。

・宿題・週末課題の提出を義務づけ ・朝の学習は全校集会など特別な場合を除き で重点的に指導する分野の
る。 毎日実施できた。４・５年生は，国数英を 共有が図られ, その結果, ○模試分析会や教科会を定期

・家庭学習時間調査を年６回行う｡ 中心に小テストを行うなどして基礎学力の その分野の模試の成績の向 的に実施し，生徒の現状を
向上に向けて努力を重ねることができた｡ 上につながったと考えられ 年次団や各教科担任が分析
６年生は生徒の進路希望に沿った内容をホ る。 し,個々の指導改善を行
ームルーム単位で実施した。 う。

・朝の学習ノートや手帳（ｽｺﾗﾉｰﾄ）は，生活 図書館の貸出冊数が昨年
の記録，学習内容や時間を担任がチェック より増加した。授業での利 ○読書については，調べ学習
した。 用をさらに呼びかけ，読書 や進路に関する図書の利用

・宿題・週末課題は，提出させて教科担任が への意欲喚起を促す努力を などを通して，さらに推進
チェックした。 続けたい。 する必要がある。

・家庭学習時間調査は，毎月実施し集計結果
を職員会議等で報告した。

・図書館では季節ごとにテーマを設け図書館
の利用促進を図るとともに，調べ学習に使
える資料や小論文によく出る本の購入や紹
介に努めた。

②③・学力向上検討委員会と連携し, ②③・今年度も中高合同で学期末に教科会を実
国・歴・公・数・理・英におけ 施した。さらに進研模試の結果を学年で
る学力・学習状況についての目 分析した。これらの取り組みを通して授
標・方策を設定し，学習支援体 業改善に生かすと共に，教師の意識改
制の改善に努める。 革，ノウハウの共有を進めた。
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令和３年度徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（３）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と
今後の改善方策

(3) 生徒の能力・ 評価指標 評価指標の達成度 評価指標の達成度 ○コロナ下の制約下，感染
適性に応じた 予防に配慮しながら計画 ○補習や課題テスト，模試等
進路の実現 ①進路指導プログラムの改 ①・補習，校内課題テスト，模試等に ①・補習，課題テスト，模試等に対して積極的 〈評定〉 を工夫して実施したこと へ積極的に取り組む生徒が

善・充実を図り，進路達 積極的に取り組む生徒の割合は， に取り組んでいる生徒は65.3％,保護者の を評価したい。生徒が適 70％を超えていない。明確

成意欲を高める。 70％以上をめざし，保護者の満足 満足度は88.3％であった。 Ｂ 切な進路選択をするため な進路目標を持つことが大
度は，80％以上をめざす｡ ・進路意識を高める行事や講座に対する満足 には，最新かつ良質な情 きな躍進力になるので，早

・進路意識を高める行事や講座に対 度について，生徒は71.8％であり，71.4％ 報の提供が欠かせない。 期から自己分析や進路調べ
する満足度は，生徒・保護者とも の保護者が進路情報を得られる機会が設定 生徒が常に自らの能力と を行わせたい。また, 現在
に75％以上をめざす。 されていると感じている。 適性を推し量りながら， の補習の形式を考え直す必

〈所見〉 進路の実現に向けて邁進 要があると考える。
していけるよう，きめ細

新型コロナウイルスの影 かで，積極果敢な進路指 ○進路指導に対する保護者の
②生徒・保護者との温かい ②・保護者または生徒対象の進路講演 ②・生徒対象または保護者対象の進路講演会を 響を受け，進路意識を高め 導を望む。 満足度はおおむね評価指標
人間関係を構築し，より 会を年間３回以上実施する。 年間５回実施した。 る行事を実施することは難 の目標に達してはいるが，
高い信頼関係に基づいた ・進路指導に対する保護者の満足度 ・進路指導に関する保護者の満足度の各項目 しかった。これが目標数値 ○やはり，補習，課題テス 社会や入試が大きく変わっ
進路指導を行う。 は，75％以上をめざす。 を平均すると78.7％であり目標を達成でき に達することができなかっ ト，模試等への積極的な ていく中で，今よりも, 最

た。 た理由と考える。時期や実 取り組みは，生徒にとっ 新の情報を提供していく必
施形態を変更することで進 ては進路への不安に向き 要がある。そのため次年度
路ガイダンスや講演会な 合う苦しいことにもつな は毎月の進路便りを発行す
ど，生徒や保護者が進路情 がるので高い数字が出に るなどして, 情報発信の充

活動計画 活動計画の実施状況 報を得られる機会をできる くいのだと思う。地道な 実を図りたい。
限り設定はした。 寄り添い，励ましを継続

①・進路実現のために補習，課題テス ①・補習，課題テスト，模試,｢サタデーサポー してほしい。 ○年次ＰＴＡの参加率を高
ト，模試を計画的に実施するだけ ト（土曜日補習)｣等の学習支援をその都度 補習，課題テスト，模試 め，参加できない保護者へ
でなく,｢朝の補習｣｢サマーチャレ の状況に合わせて計画を見直しながら実施 等に対して積極的に取り組 ○テストや補習で個人の能 も情報が伝わるような工夫
ンジ｣｢土曜日補習」など様々な学 した。 んでいる生徒は65.3％と目 力を伸ばし進路に導いて を行い，家庭と連携して生
習支援を行い，学力養成を図る。 ・「キャリアレクチャー｣,「アカデミックレ 標に達成していない。実施 いくといいと思う。 徒が進路を決定していける

・全学年に対し「アカデミックレク クチャー」はリモートを活用したりするな 方法や内容を今一度，検討 ようにする。
チャー」を実施し高大連携を推進 ど，コロナウイルス感染予防に努めながら する必要がある。 ○現状で努力をいただいて
する。 実施した。 いる。

・小論文講演会，進路講演会，進学 ・小論文模試を各年次ともに１回ずつ実施し
座談会を各１回以上実施する｡ た。入試小論文指導は個別指導で行った。

・６年生の就職生集会を年８回，５ ・小論文講演会を各年次ともに１回ずつ実施
年生の就職・公務員説明会を年１ した。進路講演会は各年次１～３回実施し
回実施する。 た。

・６年生の就職生集会を８回実施した。５年
生の就職・公務員説明会を実施し，公務員
希望の生徒には校外模試を実施して実力の
判定と進路指導に役立てた。

②・夏季休業中，冬季休業中，大学入 ②・夏季休業中は生徒全員を対象に，冬季休業
学共通テスト後などに，三者面談 中及び大学入試出願前などには随時三者面
を実施する。 談を実施し，保護者との連携強化に努め

・年次ＰＴＡを年２回（６･10月） た。
実施し，保護者面談や保護者対象 ・10月の年次ＰＴＡではリモートを活用して
の進路講演会を実施する｡(今年度 の保護者対象の進路講演会を実施し，保護
６月は中止） 者面談も行った。
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令和３年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（４）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と
今後の改善方策

(4) 基本的生活習慣 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○全校集会，年次集
の確立を図る生 会，ホームルーム活 ○授業を受ける態度
徒指導の徹底 ①生徒一人一人の自覚を促 ①・全校集会，指導週間を月１回実施 ①・年間で全校集会を５回，指導週間を11回実施した。 〈評定〉 動，指導週間の設定 指導，身だしなみ

し，基本的生活習慣を身 し，基本的生活習慣の確立を中心 ・基本的生活習慣，社会のルールやマナーの大切さを自覚させ 等を通して，積極的 指導，遅刻指導や
につけさせる。 とした生徒指導の徹底・充実に努 る指導に関する肯定的意見は，生徒は93.0％，保護者は84.7

Ｂ
に指導の徹底に取り 生活安全指導等に

める。 ％，教職員は96.9％であった。携帯電話・スマートフォン使 組んでいることを評 ついて，正副担任
・学校評価アンケートにおける，生 用時のルールやマナーを理解させる指導に関する肯定的意見 価したい。一部の生 や各年次団，生徒
活面に関する生徒の達成度は，80 は，生徒は94.4％，保護者は85.6％，教職員は100％であっ 徒に自分勝手な行動 課の役割を明確に
％以上をめざす。 た。服装・頭髪等高校生らしい身だしなみを心がけて生活し や服装頭髪違反があ し，それぞれが連

ているか（適切な指導が行われているか）に関する肯定的意 〈所見〉 るとのことである 携を図り効果的な
見は，生徒は93.0％，保護者は91.3％，教職員は87.5％であ が，粘り強く指導を 指導を継続して行
った。 ９割近くの生徒は 継続してほしい｡基 う必要がある。

基本的生活習慣，社 本的生活習慣の大切
②あらゆる教育活動を通し ②・学校評価アンケートにおける，生 ②・学校には悩み等を相談できる教員や友達がいるかに関する生 会のルールの大切さ さについて，考え， ○保護者との連携の
て，きめ細やかな生徒指 徒指導に関する生徒・教職員の達 徒の肯定的意見は90.1％であった。学校は，保護者からの連 を自覚し生活するこ 話し合うホームルー もとで保健相談課
導を行い，いじめの防止 成度は，80％以上をめざす。 絡や相談に迅速かつ丁寧に対応することに関する保護者の肯 とができている。し ム活動をさらに活用 を中心に関係する
等の取組に努めるととも 定的意見は83.9％であった。教員の共通理解のもと適切でき かし，一部の生徒に してほしい。 複数の教員が関わ
に教育相談活動の充実を め細やかな生徒指導に関する肯定的意見は，保護者は79.8 おいて自分勝手な行 り，個別事案に応
図る。 ％，教職員は96.9％であった。適切な保健・安全教育が行わ 動が見られる場面も ○基本的生活習慣の確 じた適切な支援を

れ健康で安全な生活を心がけているかに関する肯定的意見 あった。 立を図る生徒指導が 行う必要がある。
は，生徒は93.0％，保護者は89.1％，教職員は100％であっ とても充実している そのためには，連
た。 服装頭髪等の継続 と感じる。取り組み 携協力体制づくり

的指導を要する生徒 を継続してほしい。 が重要である。
活動計画 活動計画の実施状況 はごく一部に限ら

れ，９割強の生徒は ○身だしなみは大切。 ○健康と安全の意識
①・ホームルーム活動，年次集会，全 ①・全校集会，年次集会，ホームルーム活動等を通して，生徒指 身だしなみを心がけ の上に立って健康

校集会，指導週間等のあらゆる機 導上の注意事項について生徒自身に考えさせ，事故や問題行 て生活できており全 ○保護者の家庭内指導 管理を自ら実践で
会を活用し生徒の自覚を促し，指 動の未然防止を図った。また，毎月20日の「学校安全の日」 体的に安定してい が不十分ではない きるように日常的
導の徹底を図る。また，登下校指 にあわせて３日間の指導週間を設定し，登下校指導，服装・ る。しかし，ネクタ か？学内での指導に な指導が必要であ
導，校内外巡視等を適宜実施し， 頭髪指導，遅刻指導，校内外巡視を実施した。生徒会役員と イ等の着こなし，女 は限りが出ると思 る。面談等を活用
生徒の実態把握とともに生徒の注 生活委員による朝の挨拶運動，交通委員による下校時の交通 子のスカート丈や男 う。 し，生徒個人の理
意を喚起することによって事故や マナーアップの呼びかけ等，生徒による活動も積極的に実施 子の柄物靴下や奇抜 解を深める努力を
問題行動の未然防止を図る。 した。 な髪型などの一部生 していきたい。

徒の違反に対して
②・授業態度，身だしなみや携帯電話 ②・「携帯電話校内使用禁止」の校則に基づいて，落ち着いて学 は，継続しての指導 ○交通安全に対する

に関する指導等について共通理解 業に取り組める環境づくりに努めた。また，放課後の使用や が必要である。 意識を高め，交通
し，指導の徹底を図る。また，教 校外での使用についても自覚を促し，ルールやマナーを守 ルールの遵守，自
職員間の情報交換を密にし，個々 り，よく考えて行動させることにより，携帯電話に関連する 友達や先生等校内 転車運転時のマナ
の生徒の指導について連携して取 トラブルや犯罪の未然防止を図った。また，授業時の生徒の に悩み事を相談でき ーの向上，安全運
り組む。さらに，ホームルーム担 態度や言動についての情報交換を密にし，継続的な指導を行 る生徒の割合は９ 転の徹底と自他の
任を中心に保護者との連絡を密に った。 割，迅速で丁寧な相 安全を守る意識の
し，相談等に対応する。 ・校外巡視等で関係機関との連携を深めることができた。 談体制を評価する保 向上に努めること

・長期休業中の校外巡視等を，ＰＴ ・各種講演会を実施した。 護者指数は８割を超 が重要である。
Ａや地域，青少年育成補導センタ ◇阿波吉野川警察署交通課より講師を招いて交通安全講話を えた。今後も個に応
ー，警察署等の協力のもとで実施 実施した(7/19)。 じた組織的な取り組 ○SNSは公共の場であ
し，連携を深める。 ◇交通マナーへの意識の向上を目的として，阿波吉野川警察 みを継続していきた ることや，その向

・交通講話，非行防止教室，交通安 署と合同で交通安全運動を実施した(9/24)。 い。 こう側には善意の
全教室，薬物乱用防止教室（４年 ◇様々な非行と犯罪(加害･被害)の防止を目的として，公益財 人ばかりでなく様
生対象),健康教育講演会（４年生 団法人e-とくしま推進財団から講師を招いて，非行防止教 適切な保健安全教 々な人がいること
対象）を年１回以上実施する。 室を実施した(12/22)。 育が行われ高い評価 を意識させ，携帯

・SCや学校外の機関とも必要があれ ◇阿波吉野川警察署生活安全課スクールサポーターを講師に を受けている。９割 電話やスマートフ
ば連携を取り，丁寧な支援を行 招き，４年生に対して薬物乱用防止教室を実施した(5/10)｡ 以上の生徒は健康安 ォン使用時のルー
う。 ・４年生に対しての心肺蘇生法講習会は今年度は新型コロナウ 全について高い意識 ルやマナーを身に

イルス感染症拡大防止のため取りやめになった。夏季休業中 を持つ一方で，自己 つけさせることが
に生活習慣改善プロジェクトを全学年で実施した。 の健康管理が不十分 必要である。

・年に２回悩みごとアンケートを実施し，生徒の把握に努める な生徒が見受けられ
と同時にスクールカウンセラーへの支援要請など早期対応を る。
図った。
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(5) 人権尊重の精神 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○人権教育の核とし
の涵養を図る人 て，人権学習ホーム ○人権学習ホームル
権教育の推進 ①人権教育指導計画の推進 ①・「人権学習ホームルーム活動の実 ①・人権学習ホームルーム活動の実施回数と内容は適切であり， 〈評定〉 ルーム活動が，適切 ーム活動の主題設

と“あわ”人権学習ハン 施回数と内容は適切であり，人権 人権教育は充実していると思う生徒の割合は,｢そう思う」 に実施され，人権の 定や内容について

ドブックの活用により， 教育は充実している｡｣と思う生徒 （36.0％）と昨年比1.5ポイント向上した。また「ある程度そ Ｂ 大切さについて考 各年次の状況を考
人権問題を解決できる生 の割合は，80％以上をめざす。 う思う」は (50.8％)を合わせると86.8％（昨年比4.6ポイン え，話し合い，共に 慮し，より一層精
徒の育成に努める。 ト増）であり，ほぼ目標を達成することができた。 学ぶ機会とできてい 選する。

ることを評価する。
②人権尊重の意識を高める ②・「人権の大切さを学び，それを日 ②・人権の大切さを学び，それを日常生活に活かそうとしている 各学期の人権新聞の ○評価指標としてい
ため，創意溢れる具体的 常生活に活かそうとしている｡｣と と思う生徒の割合は，「そう思う｣(44.6％)と「ある程度そう 〈所見〉 発行や，毎月の人権 る，生徒，保護者
な取組の展開に努める。 思う生徒の割合は，85％以上をめ 思う｣(43.5％)を合わせると88.2％（昨年比2.5ポイント減） の日の放送など，生 の意見において，

ざす。 であったが，目標を達成することができた。 人権学習ホームル 徒の人権尊重の意識 「ある程度そう思
・「人権を大切にする教育活動が行 ・人権を大切にする教育活動が行われていると思う保護者の割 ーム活動の中で“あ を高めるための多様 う」から「そう思
われている。」と思う保護者の割 合は,｢そう思う｣(21.3％）と「ある程度そう思う｣(64.6％） わ”人権学習ハンド な活動が系統的，継 う」の割合が増加
合は，85％以上をめざす。 と合わせると85.8％（昨年比2.7ポイント増）となり，目標を ブックを活用し，多 続的にきめ細かく実 するような取り組

達成することができた。 様なテーマを取り入 施されていることを みを目指してい
れるよう配慮し，年 評価する。 く。

活動計画 活動計画の実施状況 次の状況に応じた内
容の展開となった。 ○様々な視点から人権 ○人権学習ホームル

①・人権学習ホームルーム活動におい ①・人権教育推進委員会で企画・立案した年間指導計画に沿って 学習が展開されてい ーム活動の展開や
ては，各年次や各クラスの実態に 人権学習ホームルーム活動が展開できた。 鴨島支援学校との ると感じる。人権の 資料等について，
応じた学習主題を設定し，できる ・主題設定には“あわ”人権学習ハンドブックを積極的に活用 交流は，６月の鴨島 日の取り組みはこれ テーマは生徒の状
だけ多くの「個別的な視点」や し，高校３年間を見据えてできるだけ「個別的な視点」と 支援学校の運動会， からも大事にしてほ 況に合わせたもの
「普遍的な視点」を盛り込んだ授 「普遍的な視点」をバランスよく取り入れた。また，昨年度 11月の鴨島支援学校 しいと思う。人前で を用いるなど，常
業を展開し，生徒が積極的に参加 と同様に「個別的な視点」の中でも特に「同和問題」に重点 の学校祭ともに参加 自分の意見が言える に状況を把握し精
できる授業の改善に努める。 を置き，各年次において必ず取り上げるように計画し実施し できず，残念であっ こと，様々な人の意 選する。

・各年次で必ず｢同和問題｣について た。 た。 見を聞くことは，自
の学習を取り上げ，同和問題に対 ・人権学習ホームルーム活動の生徒の「自己評価票」により， 分の考えをもち，行 ○人権学習ホームル
する生徒の意識の向上を図る。 生徒の取り組みや感想が把握でき効果的に利用した。 ｢人権教育講演 動していく上で大事 ーム活動に人権委

・徳島県人権教育推進方針に追記さ 会」は保護者の参加 だと考える。 員のより積極的な
れた「日本人拉致問題｣｢災害時に ②・「人権新聞」を各学期毎３回発行し，生徒の感想文等内容の もあったが，本校ホ 参加を促す。ま
おける人権問題」や「性の多様 充実を図り，家庭への良き情報発信となった。 ームページでも発信 ○人権学習は小さい頃 た，人権委員が
性｣,また，国の新しい指針に基づ ・新型コロナウイルス感染症への対策のため，鴨島支援学校運 した。本校の人権教 からしていると思う 主体的に活動でき
き,｢子どもの人権」と「新型コロ 動会や学校祭に参加し交流を深めることができなかった。 育に対する理解が進 が，大人になってい るよう事前の指導
ナウイルス感染症」等についても ・１０月に実施した人権教育講演会は，徳島被害者支援センタ んだと考える。生徒 く上でずっと学んで をより一層工夫し
教材化に努め,｢人権の日」の放送 ー主催の「命の大切さを学ぶ教室」として，少年犯罪被害当 にとっても身近な問 いくのがいい。 ていく。
等でも積極的に取り入れる。 事者の会より一井彩子氏をお招きし，「子どもたちを被害者 題であり，印象深か

・授業展開・資料に関して近年の新 にも加害者にもしないために」という演題でZoom配信を利用 い講演だった。 ○引き続き継続。現状 ○「人権の日」の放
しい人権課題や他校の動向等も考 して行った。少年犯罪により長男を喪った被害者家族の講話 で良く指導いただい 送では，引き続き
慮し，指導内容の改善に努める。 で，悲惨な事件の概要に衝撃を受けた生徒が多かったようで 今年度で14年目で ていると思う。 「個別的な視点」

ある。生徒の感想文には事件の内容を知った驚き，被害者家 ある「人権の日」の や身近な人権，最
②・支援学校との交流への積極的な参 族の苦悩に心を寄せながら「命の大切さ」について深く考え 放送は，朝の学習時 近の人権問題等に

加を促し人権意識の高揚を図る。 を巡らせたものが見られた。当事者の体験を直接聴いたこと 間を利用し各ホーム ついて考え，様々
・人権新聞の内容の充実を図り，年 は，生徒たちの心を動かす貴重な機会であったと感じる。 ルームの人権委員が なテーマとなるよ
３回発行する。 ・毎月10日の「人権の日」では年間を通じて各ホームルームの 意欲的に取り組み充 う内容を工夫す

・講演会や「人権の日」の放送等に 人権委員による「人権の日」の放送を行い，人権委員会活動 実していた。今年度 る。中学校への放
ついては，中学校や保護者等に配 の活性化に繋がった。取りあげたテーマは,「ＳＤＧｓと人 より，Zoom配信で行 送や中学生の放送
慮して検討し充実させる。 権」｢新型コロナウイルス感染症に関連した差別事象」，「子 っているが，啓発活 担当も継続させ，

・校内外の様々な取組において人権 どもの人権」「私たちがSNSで誹謗中傷の加害者にならないた 動がより充実したと 道徳的内容にも適
委員がリーダーシップを発揮し， めにできること」等の問題も取り上げ，生徒自身の人権意識 いう感がある。様々 宜触れながら，中
人権委員会の活動が活性化するよ や道徳に対する意識の向上に努めた。中学生にも放送を担当 な「個別的な視点」 高連携を意識した
う指導する。 してもらい，人権学習の内容である「識字学級に参加し感じ や「道徳的内容」を 内容を工夫する。

・人権尊重の精神の涵養を図り，日 たこと・学んだこと」や「環境問題と人権問題のつながり」 取り上げ「知る」こ
頃の声かけ，呼びかけに努める。 について紹介するなど，中高連携で同じ人権課題について共 との大切さや身近な

・道徳教育の観点からもすべての教 に学ぶ機会とした。校内において人権委員がリーダーシップ 人権について考えを
育活動において，生徒一人一人の を発揮し，啓発活動は活性化している。 深めることができ
「生きる力」の育成に努める。 た。
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令和３年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（６）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と
今後の改善方策

(6) 心身ともに健康 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○特別活動の中核たるホー

な生徒を育てる ムルーム活動の充実に関 ○生徒会役員会や各種委員会

特別活動の充実 ①学校行事，生徒会活動等 ①・通学路の一斉清掃を年間で２回実 ①・通学路の清掃に関しては，年間を通して２ 〈評定〉 する評価がほとんどなさ を開催し，ホームルームや

を通じて生徒の自主性の 施する。 回実施することができた。 れていないことが残念で 部活動における満足度・不

育成に努める。 ・川島中高祭，球技大会など，学校 ・川島中高祭，球技大会など，学校行事への Ｂ ある。心身ともに健康な 満足度などを検証し改善す

行事への生徒の満足度を85％以上 生徒の満足度が84.1％となり目標の85％以 生活態度を育てるには， る。

にする。 上は達成できなかった。 共に生活や学習に取り組

・生徒の主体性を促し，学校行事や む生徒で構成されるホー ○生徒会活動がより積極的に

生徒会活動に積極的に参加するよ ムルームでの話し合いを 行えるよう，定期的な情報

う適切な指導を行う。 〈所見〉 通じて，自己の課題の解 交換会やアンケート調査を

決や将来の生き方を描く 活用し，生徒の意見を積極

②部活動のより一層の充実 ②・中央委員会を開催する。 ②・部活動の入部率は114％（男子87％，女子 本年度も昨年同様に新型 ために意思決定していこ 的に取りあげ学校行事に活

と活性化を図る｡ ・部活動の入部率90％以上をめざ 132％）と目標を達成できた。 コロナウイルスの影響によ うとする自覚の涵養が大 かしていくよう工夫する。

す｡ ・部活動委員会を年２回開催し，部活動の活 り学校行事の規模縮小等で 切である。

・部活動委員会を年２回開催する。 性化等について話し合うことができた。 十分な活動ができなかっ ○生徒主体の活動が行えるよ

た。新しい生活様式の中で ○新型コロナウイルスの影 う特別活動課員と生徒会役

生徒が充実感を持てる学校 響の中，部活動入部率が 員との連絡を密にし学校行

行事の在り方を精査し実施 100％を超えており，す 事等の事前準備を十分にす

活動計画 活動計画の実施状況 できるように来年度に向け ばらしいことだと思う。 る。

てより充実したものに改善 学校の活力の強さを感じ

①・生徒会や各種委員会が連携し，通 ①・今年度は通学路の清掃や美化活動を２回行 していきたい。 る。 ○教員数減による部活動の在

学路や校内の清掃を行うなど積極 うことができた。。 り方と並行して中高一貫教

的に美化活動に取り組む。 ・生徒会では役員を中心に，学校祭の計画や 部活動の入部率は目標を ○こんな時ですが，学校行 育校としての特色を活かす

・川島中高祭への積極的参加を促 実施，あいさつ運動などを行う事ができ 達成した。複数の部活動に 事や部活動を通じて健康 部活動の在り方を考える。

し，意識の高揚を図る。また，生 た。また，学校行事の規模が縮小される 入部している生徒もおり， 的に過ごしていく事がい

徒会を中心に生徒が主体となって 中，生徒会を中心に学校行事の在り方を精 積極的に部活動に参加して い。 ○新しい生活様式の中で学校

運営できるよう適切な指導を行 選，変革する活動を行っている。 いることがうかがえる。来 行事と部活動の在り方を考

う。 年度は教員数の削減により ○生徒によっては，不十分 え，より良い対策を講じて

部活動の精選を行わなけれ かもしれない。 いく。

②・部活動への積極的な参加を促す。 ②・今年度は，新入生部員の入部率が113％と ばいけないが生徒ファース

また，部員同士で十分に話し合い なった｡(昨年度は83％）各部活動で新型コ トで実施できるよう配慮し

をさせ，年間活動方針を明確にさ ロナウイルスの影響がある中、年間を通じ たい。さらには中高一貫教

せる。 て積極的に活動を行ってくれた。 育校としての特色を活かす

・部活動委員会を通して，部活動間 ・部活動委員会を通して，各部活動間で連携 部活動運営を模索したい。

で連携を深めるとともに，問題点 を深めると共に，中高一貫教育校の特色を

を抽出し話し合う。 活かす部活動の実施について話し合った。
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令和３年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（７）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と今後の
改善方策

(7) 環境教育及び国 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○新学校版環境ＩＳＯは，

際理解教育の推 従来の節電，節水，ゴミ ○ゴミの分別については，し

進 ①「新学校版環境ＩＳＯ」 ①・「『新学校版環境ＩＳＯ』に取り ①・「清掃活動や環境美化に積極的に取り組ん 〈評定〉 の分別に止まることな っかりと取り組めている。

に取り組むなど環境保全 組み，清掃活動や環境美化に積極 でいる」と回答した生徒の割合は76.6％ く，学校から地域に出向 生活様式の変化もあり，主

活動に努める。 的に取り組んでいる｡｣と思う生徒 （前年度より2.5ポイント減少)であり，目 Ｂ いての活動の拡充が求め 体的に清掃に取り組む生徒
の割合は，80％以上をめざす。 標達成まで，あと一歩だった。 られており，この視点を が減りつつあるので，日頃

・「ゴミの分別・節電・節水等に努 ・「ゴミの分別・節電・節水等に努めてい 忘れてはいけない。 の清掃活動においては具体

めている｡｣と思う生徒の割合は， る」と回答した生徒の割合は88.2％（前年 的な行動を示し，美化委員

80％以上をめざす。 度より1.8ポイント減少) であり，目標を 〈所見〉 ○ゴミの分別，節電，節水 会の活動を通してリーダー

達成することができた。 等に努める活動はさらな シップを発揮できる生徒を

「レッツクリーン」環境 る定着をめざして粘り強 育てる。

②国際性を高めるため積極 ②・「外国語の習得や国際理解に努め ②・四国大学の留学生とのオンライン交流会で 美化活動では，美化委員以 く継続してもらいたいと また，各クラスのＥｃｏ

的に国際交流を図る。 ようとして授業授業や活動に積極 は，事前に質問を英語で考えたり，各国の 外にも参加する生徒がい 思う。 Ｄｉａｒｙを活用し，美化

的に取り組んだ｡｣と思う生徒の割 文化や習慣について調べ，交流会の後でも て，奉仕活動の良さをあら 意識を高める。

合は70％以上をめざす。 更に知識を深め充実した体験をすることが ためて実感したようだ。毎 ○ゴミの分別にしっかり取

できた。 日の清掃活動への取り組み り組むのはいい。 ○オーストラリアとの交流事

・校外のセミナーの機会は例年より少なかっ でも，より多くの生徒が， 業再開は難しい状況だが，

たが，積極的に参加しようとする姿勢が見 積極的に取り組むよう啓発 ○今後，より一層の推進が 県内で可能な国際交流やオ

られた。 していきたい。 必要かと思う。現状に不 ンラインでのセミナーなど

満は感じない。 に参加する機会を持ち，継

新型コロナウイルス感染 続的に海外に目を向けて広

活動計画 活動計画の実施状況 拡大防止のために例年行わ ○地元大学の外国人留学生 い視野と語学力を持った生

れている校外のセミナーが との英語によるオンライ 徒を育てる。

①・『新学校版環境ＩＳＯ』告知板を ①・『新学校版環境ＩＳＯ』告知版を設置し行 中止される中でも，案内さ ン交流会は，参加生徒だ

掲示し，活動内容の広報に努め 動方針等諸活動の内容を紹介した。 れたセミナーに積極的に参 けでなく，全生徒が共有

る。 ・各クラスでＥｃｏＤｉａｒｙ（節電・節水 加する姿勢が見られた。 体験できる国際理解教育

・各クラスの日直に「節電・節水， ・ゴミの分別等の記録表）を記入し，啓発 の機会として工夫してほ

ゴミ処理，環境美化への取組」を に役立てた。 しい。

ＥｃｏＤｉａｒｙに記録させ，意 ・美化委員を中心に，ゴミの分別を徹底し

識の高揚を図る。 た。 ○国際理解教育への取り組

・各クラスにゴミ箱３種類と「古紙 ・「レッツクリーン」環境美化活動を2回実 みの中で，自分たちの身

回収箱」を設置し，ゴミ分別とゴ 施した。 の回りの歴史や文化につ

ミの減量化を呼びかける。 ・電気や水道の使用量のグラフを掲示し，美 いても理解を深めてほし

・「レッツ・クリーン」環境美化活 化委員から節電・節水の協力を呼びかけ いと思う。

動を積極的に推進する。 た。

・美化委員を中心に，節電・節水や

ゴミ分別に関するポスター，電気

・水道使用量のグラフなどを掲示

する。

②・ＩＣＴを活用して海外の文化や習 ②・オーストラリアへの語学研修は中止となっ

慣について興味・関心を高める授 てしまったが，県内の大学（四国大学）の

業を行う。 留学生（５か国）とのオンライン交流会を

・海外の学校との交流行事や校外の 開催し，４名の生徒が参加した。

国際理解プログラムへの参加を積 ・四国大学で行われた「わくわくイングリッ

極的に促し，参加に向けた適切な シュセミナー」に２名参加した。グローバ

指導を行う。 ルキャンプには４名が参加した。
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令和３年度 徳島県立川島高等学校 学校評価についての総括評価表（８）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題と
今後の改善方策

(8) 開かれた学校づ 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○コロナが落ち着いたら，

くりと安全教育 地域の人との触れあいや ○ホームページについては，

の推進 ①地域貢献活動等の活性化 ①・ボランティア活動を通じて感動や ①・今年度は新型コロナウイルスの影響で，積 〈評定〉 学校行事を充実させてほ 各行事の記録更新に加え，

や，ホームぺージ等を活 喜び，達成感などを習得し，心豊 極的な活動ができなかった。 しい。 部活動の日々の活動記録も

用した広報活動の充実を かな生徒の育成をめざす。 Ｂ 定期的に更新できるように

図り，家庭や地域の連携 ○開かれた学校というと， する。

を深め，外部評価結果を ・学校行事や部活動のホームページ ・ホームページが充実しており，学校の活動 不備を感じる。

生かす取組を促進する。 更新を速やかに行い,｢ホームペー 状況を理解するのに役立っていると思う割 ○コロナ禍の状況を見なが

ジが充実しており，学校の活動状 合は，生徒は61.1％(前年比1.0ポイント ○ホームページで常に最新 ら，可能であれば，地域で

況を理解するのに役立っている」 増),保護者は73.9％(前年比7.1ポイント 〈所見〉 の学校情報が発信できる の防災クラブの積極的な活

と思う割合を，生徒・保護者とも 増）となり，生徒・保護者の評価指標は増 ように努めたことを評価 動を行う。また，実際に起

70％以上をめざす。 加したが，生徒の目標達成はできなかっ ホームページについて したい。保護者や地域住 こり得ることを想定した防

た。 は，学校行事の様子を実施 民から学校教育活動への 災訓練を行い，生徒の意識

後速やかに発信できたが， 意見をいただく双方向シ や対応力を高める。生徒だ

②地域と連携した安全・防 ②・防災・減災の意識が向上したと実 ②・防災訓練・教育に関する生徒の満足度は 生徒の興味が高い部活動の ステムの構築が望まれ けでなく教職員にとって

災教育の積極的な推進に 感できる生徒の割合を80％以上に 93.0％で，近年では最も高い。実際に地震 結果などがあまり更新でき る。 も，実践的な訓練になるよ

努め，地域防災を担う人 する。 が起こったときも，教員の指示を待たず ていない。そのため，生徒 う工夫する。

材を育成する。 に，ほぼ全員が素早く机の下に隠れるな の肯定的な意見が評価指標 ○起こりうる様々な状況を

ど，初動対応ができていた。 に達しなかったと思われ 想定した防災訓練を工夫

る。 していることを評価した

い。いついかなる災害に

防災訓練は，毎年同じよ 遭遇しても，適切に対処

活動計画 活動計画の実施状況 うな訓練にならないよう できる危機管理意識の醸

に，設定を変えるなどし 成に努められたい。

①・イベントに際しては積極的にボラ ①・今年度は新型コロナウイルスの影響で，積 て，工夫して行っている。

ンティアとして参加させる。 極的な活動ができなかった。 生徒の防災意識にも良い影 ○防災訓練・教育が工夫し

響を与えらることができ て行われることで，生徒

・ホームページ更新方法の講習会等 ・ホームページの更新方法の講習会を開くこ た。 の意識，行動の向上につ

を開き，掲載情報の拡充に重点を とができた。学校行事の様子を実施後速や ながっていることはすば

置き，最新情報の掲載や項目の追 かに発信した。 らしい。これからも地道

加を適時効果的に行う。 な取り組みを継続して欲

しい。

②・より実践的で生徒らが主体的にで ②・防災訓練は，今年も内容を変更した。状況

きる防災訓練・避難訓練を実施す を把握し考えて行動するなど，生徒の意識

る。 の高まりにもつながった。

・地域の防災訓練への参加呼びかけ ・コロナ禍の影響を受け，地域でのイベント

を行う。 も少なく，防災クラブの地域での積極的な

活動はできなかった。

・防災クラブによる積極的な防災活

動を学校行事などを通して実施す

る。


